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高田城下町絵図（近畿大学中央図書館蔵）

本
絵
図
は
、
二
〇
二
一
年
度
に
近
畿
大
学
中
央
図
書
館
が
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
二
〇

二
二
年
度
の
基
礎
ゼ
ミ
（
１
年
生
を
対
象
と
し
た
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
）
に
て
内
容
の
検
討
を
行
っ

た
。
受
講
者
は
下
記
の
二
一
名
で
あ
る
。

山
村
駿
人
・
小
西
玲
爾
・
小
切
朝
賀
・
宮
﨑
弘
泰
・
小
林
陽
翔
・
田
和
優
希
・
川
添
純

白
・
西
村
凌
・
近
藤
匠
・
竹
村
紀
騎
・
東
川
怜
生
・
中
西
七
海
・
河
本
彩
花
・
竹
花
優

佳
・
津
田
真
実
・
蔵
本
雄
大
・
楠
井
祐
大
・
西
尾
拓
海
・
西
野
奏
大
・
土
井
優
汰
・
丸

橋
弘
太
郎

高
田
城
（
新
潟
県
上
越
市
）
は
、
慶
長
一
九
年
（
一
六
一
四
）、
徳
川
家
康
の
六
男
松
平

忠
輝
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
。
普
請
に
は
、
東
北
・
北
陸
・
信
濃
の
一
三
の
大
名
が
幕
府
の
命

に
よ
り
動
員
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
城
主
は
酒
井
・
松
平
・
稲
葉
・
戸
田
・
松
平
と
移
り

変
わ
る
が
、
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
に
姫
路
よ
り
入
封
し
た
榊
原
家
が
六
代
続
き
、
明
治

維
新
を
迎
え
た
。

本
絵
図
は
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
二
月
に
千
原
村
の
若
林
弥
左
衛
門
が
新
調
し
た
こ

と
が
左
下
の
注
記
か
ら
わ
か
る
【
図
１
】。
千
原
村
は
、
飯
田
川
沿
い
の
自
然
堤
防
上
に
営

ま
れ
た
集
落
で
、
高
田
城
よ
り
六
キ
ロ
ほ
ど
北
東
に
位
置
す
る
【
図
２
】。
弥
左
衛
門
は
、

嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
の
用
水
相
論
に
お
い
て
千
原
村
の
庄
屋
と
し
て
み
え
る
（「
差
上

申
熟
談
証
文
之
事
」『
上
越
市
史
　
資
料
編
５
』
50
）。
こ
こ
か
ら
、
城
下
近
郊
の
村
方
が
作

成
し
た
絵
図
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

楕
円
形
の
堀
で
囲
わ
れ
た
城
郭
が
中
央
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
部
の
様
子
を
知
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
榊
原
家
に
残
さ
れ
た
「
宝
暦
六
年
榊
原
家
中
屋
敷
絵
図
」（『
上
越
市
史
　

高
田
城
下
町
絵
図
（
近
畿
大
学
中
央
図
書
館
蔵
）

二
〇
二
二
年
度
基
礎
ゼ
ミ
受
講
生
・
新
　
谷
　
和
　
之図１　高田城下町絵図（縦一三二・五㎝、横一四九・四㎝）
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別
編
６
』
口
絵
）
に
よ
る
と
、
城
内
は
本
丸
・
二
の
丸
・
三
の
丸
の
概
ね
三
重
構
成
で
、
間

に
水
堀
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
城
郭
の
内
部
構
造
は
機
密
事
項
で
あ
り
、
城
下
町
絵
図
で
は

本
図
の
よ
う
に
白
抜
き
で
表
現
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
な
お
、
城
郭
を
画
す
る
黒

い
太
線
は
、「
宝
暦
六
年
榊
原
家
中
屋
敷
絵
図
」
の
凡
例
か
ら
土
手
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

内
堀
と
外
堀
に
挟
ま
れ
た
外
郭
部
に
は
、
家
臣
の
屋
敷
が
立
ち
並
ん
で
い
た
。
白
地
の
屋

敷
地
に
は
、
屋
敷
主
と
そ
の
禄
高
が
記
さ
れ
て
い
る
。
注
記
の
書
き
出
し
は
、
間
口
の
方
向

を
そ
れ
ぞ
れ
示
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
屋
敷
地
の
面
積
に
は
差
が
あ
る
が
、
こ
れ
は

家
臣
の
禄
高
や
地
位
を
反
映
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
内
堀
の
南
西
に
面
し
て
ひ

と
き
わ
大
き
な
屋
敷
地
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
原
田
権
左
衛
門
の
屋
敷
で
あ
る
。
原
田
氏

は
、
徳
川
家
康
の
命
に
よ
り
榊
原
家
の
家
老
を
つ
と
め
る
こ
と
に
な
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
付
家

老
で
あ
る
。
原
田
権
左
衛
門
の
屋
敷
地
に
は
「
二
千
百
三
十
五
石
六
斗
　
外
ニ
公
地
千
石
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
公
地
と
は
、
将
軍
家
か
ら
直
接
与
え
ら
れ
た
土
地
で
あ
り
、
付
家
老
と

し
て
の
地
位
を
示
し
て
い
る
。

榊
原
家
の
付
家
老
に
は
他
に
中
根
・
村
上
が
あ
り
、
こ
の
三
家
に
伊
藤
・
竹
田
を
加
え
た

五
家
が
家
老
職
を
つ
と
め
る
習
わ
し
で
あ
っ
た
（『
上
越
市
史
　
通
史
編
』
４
、
上
越
市
、

二
〇
〇
四
年
）。
中
根
の
屋
敷
は
内
堀
の
南
方
に
あ
り
、「
中
根
善
右
衛
門
　
■
（
二
千
ヵ
）
百
八
十
石
　

■
（
外
ニ
ヵ
）
公
地
千
石
」
と
み
え
る
。
村
上
の
屋
敷
は
外
郭
の
西
端
に
構
え
ら
れ
、「
村
上
弥
右
衛

門
　
二
千
三
百
石
　
外
ニ
公
地
千
石
」
と
あ
る
。
こ
こ
は
城
下
へ
通
じ
る
門
の
南
脇
に
あ
た

り
、
城
の
防
御
上
重
要
な
場
所
で
あ
っ
た
。
伊
藤
の
屋
敷
は
内
堀
の
東
に
面
し
て
お
り
、

「
伊
藤
八
郎
　
二
千
六
百
六
十
一
石
六
斗
　
伊
藤
八
郎
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
伊
藤
八
郎
は
、

城
下
の
北
西
、
長
門
町
の
南
側
に
広
大
な
下
屋
敷
を
も
っ
て
い
た
。
竹
田
は
原
田
の
東
隣
に

屋
敷
を
構
え
て
お
り
、「
竹
田
十
左
衛
門
　
二
千
七
十
六
石
八
斗
」
と
み
え
る
。
こ
の
よ
う

に
、
家
老
た
ち
は
い
ず
れ
も
二
千
石
を
超
え
る
禄
高
を
も
ち
、
外
郭
部
に
広
大
な
屋
敷
地
を

構
え
て
い
た
。

図２　千原村周辺（高田城周辺絵図（近畿大学中央図書館蔵）部分）
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北
の
町
人
地
と
外
郭
部
と
の
間
に
は
空
閑
地
が
み
ら
れ
る
。
こ
こ
に
は
田
畑
が
広
が
っ
て

い
た
こ
と
が
、「
個
人
蔵
図
」
で
確
認
で
き
る
。
外
郭
の
南
東
に
も
同
様
の
表
現
が
み
ら
れ

る
が
、
こ
れ
も
田
畑
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
松
平
光
長
が
城
主
の
頃
の
城
下
を
描
い
た
「
高

田
城
下
町
絵
図
」（
上
越
市
立
高
田
図
書
館
蔵
、『
上
越
市
史
　
資
料
編
４
』
付
図
１
）
で

は
、
こ
れ
ら
の
区
域
に
は
下
級
武
士
の
屋
敷
が
立
ち
並
ぶ
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
光
長
が

延
宝
九
年
（
一
六
八
一
）
に
改
易
さ
れ
た
後
、
耕
地
と
し
て
の
開
発
が
進
め
ら
れ
た
（『
上

越
市
史
　
通
史
編
』
４
）。

西
側
の
街
道
が
北
国
街
道
で
、
こ
の
一
帯
の
メ
イ
ン
ル
ー
ト
で
あ
る
。
北
端
に
は
一
里
塚

の
注
記
と
黒
点
が
記
さ
れ
、
木
戸
と
番
所
の
よ
う
な
描
写
が
み
ら
れ
る
。「
個
人
蔵
図
」
で

は
一
里
塚
の
盛
り
土
が
表
現
さ
れ
る
な
ど
、
よ
り
絵
画
的
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。
木
戸
と
番

所
の
表
現
は
、
外
郭
南
端
の
城
門
外
と
街
道
の
南
端
に
も
み
ら
れ
る
。
な
お
、
街
道
筋
の
春

日
町
内
に
は
、
外
堀
（
櫓
台
状
の
突
出
部
の
対
岸
）
に
面
し
て
「
御
金
蔵
」
が
あ
っ
た
。

「
個
人
蔵
図
」
で
は
こ
の
部
分
に
建
物
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
名
称
の
注
記
は
な
い
。
一
方
、

前
出
の
「
高
田
城
下
町
絵
図
」（
上
越
市
立
高
田
図
書
館
蔵
）
に
は
御
金
蔵
の
記
載
が
み
え
、

榊
原
氏
入
部
以
前
か
ら
の
施
設
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

北
国
街
道
の
西
側
に
、
ピ
ン
ク
色
で
着
色
さ
れ
た
寺
町
が
み
え
る
。
本
史
料
で
は
、
各
寺

の
軒
先
と
奥
行
の
長
さ
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
町
人
地
に
お
い
て
も
、
軒
先
の
間
数
が
そ
れ

ぞ
れ
示
さ
れ
て
お
り
、
非
常
に
情
報
量
が
豊
か
で
あ
る
。
こ
う
し
た
数
値
の
記
載
は
、
同
じ

榊
原
期
の
「
個
人
蔵
図
」 

に
は
み
ら
れ
な
い
。
町
人
地
や
寺
町
の
詳
細
な
把
握
に
本
図
の
眼

目
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
村
方
が
作
成
主
体
で
あ
る
こ
と
と
関
わ
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

ち
な
み
に
、
外
郭
部
で
最
も
大
き
な
屋
敷
が
西
南
隅
に
あ
り
、「
榊
原
矢
柄
　
三
千
四
百

石
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
幕
末
期
の
「
高
田
城
下
町
絵
図
」（
個
人
蔵
、『
上
越
市
史
　
資
料

編
４
』
付
図
２
。
以
下
、「
個
人
蔵
図
」
と
す
る
）
で
は
、
こ
の
部
分
は
「
榊
原
丹
波
」
と

な
っ
て
い
る
。
榊
原
丹
波
は
榊
原
家
の
一
族
で
、
徳
川
家
茂
の
長
州
藩
征
伐
に
お
い
て
一
軍

を
率
い
た
長
安
の
存
在
が
知
ら
れ
る
（『
上
越
市
史
　
通
史
編
』
４
）。
外
郭
の
西
南
隅
に
は

櫓
台
と
み
ら
れ
る
突
出
部
が
あ
り
、
軍
事
上
の
重
要
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
村

上
の
事
例
と
同
様
に
、
軍
事
上
の
要
地
に
大
身
の
武
家
屋
敷
を
配
置
し
た
事
例
と
評
価
で
き

よ
う
。

外
郭
部
に
は
、
武
家
屋
敷
と
と
も
に
長
屋
が
構
え
ら
れ
て
い
る
が
、
色
分
け
が
施
さ
れ
て

い
る
。
外
郭
西
隅
の
「
主
水
長
屋
」
と
南
東
隅
の
「
新
出
丸
長
屋
」
が
緑
色
で
、
そ
の
他
は

黄
緑
色
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
宝
暦
六
年
榊
原
家
中
屋
敷
絵
図
」
と
対
照
さ
せ
る
と
、
緑
色
が

「
足
軽
長
屋
地
」、
黄
緑
色
が
「
長
屋
地
」
に
あ
た
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。「
個
人
蔵
図
」

で
は
、
前
者
に
黄
色
の
長
屋
を
描
い
て
「
ク
ミ
」
と
注
記
し
、
後
者
に
緑
色
で
着
色
し
、

「
キ
リ
フ
」
の
注
記
を
施
し
て
い
る
。
キ
リ
フ
（
切
符
）
は
藩
の
蔵
か
ら
米
を
給
録
と
し
て

与
え
ら
れ
る
家
臣
で
、
知
行
方
の
下
位
に
格
付
け
さ
れ
る
（『
上
越
市
史
　
通
史
編
』
４
）。

以
上
を
総
合
す
る
と
、
緑
色
が
足
軽
長
屋
、
黄
緑
色
が
切
符
の
家
臣
が
暮
ら
す
長
屋
と
な
ろ

う
。
緑
色
は
外
堀
の
西
側
に
む
し
ろ
多
く
、
切
符
と
足
軽
と
の
格
差
が
う
か
が
え
る
。

柿
色
で
着
色
さ
れ
た
町
人
地
は
、
城
の
北
側
と
西
側
の
街
道
筋
に
集
中
し
て
い
る
。
北
側

の
街
道
が
松
之
山
街
道
で
、
城
の
東
側
を
画
す
る
関
川
を
越
え
て
十
日
町
の
方
面
に
通
じ
る

（『
新
潟
県
の
地
名
』
平
凡
社
、
一
九
八
六
年
）。
関
川
の
対
岸
に
も
町
場
が
描
か
れ
て
い
る

が
、「
稲
田
町
」「
下
稲
田
町
」
に
並
ん
で
「
上
稲
田
村
」
の
注
記
が
み
え
る
。
稲
田
村
は
、

行
政
的
に
は
村
方
に
属
す
る
が
、
関
川
に
近
接
し
、
東
方
へ
の
窓
口
に
あ
た
る
と
い
う
地
の

利
を
活
か
し
て
、
実
質
的
に
は
町
方
と
し
て
発
展
を
遂
げ
た
（「
解
説
」『
上
越
市
史
　
資
料

編
４
』）。
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北
の
町
人
地
と
外
郭
部
と
の
間
に
は
空
閑
地
が
み
ら
れ
る
。
こ
こ
に
は
田
畑
が
広
が
っ
て

い
た
こ
と
が
、「
個
人
蔵
図
」
で
確
認
で
き
る
。
外
郭
の
南
東
に
も
同
様
の
表
現
が
み
ら
れ

る
が
、
こ
れ
も
田
畑
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
松
平
光
長
が
城
主
の
頃
の
城
下
を
描
い
た
「
高

田
城
下
町
絵
図
」（
上
越
市
立
高
田
図
書
館
蔵
、『
上
越
市
史
　
資
料
編
４
』
付
図
１
）
で

は
、
こ
れ
ら
の
区
域
に
は
下
級
武
士
の
屋
敷
が
立
ち
並
ぶ
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
光
長
が

延
宝
九
年
（
一
六
八
一
）
に
改
易
さ
れ
た
後
、
耕
地
と
し
て
の
開
発
が
進
め
ら
れ
た
（『
上

越
市
史
　
通
史
編
』
４
）。

西
側
の
街
道
が
北
国
街
道
で
、
こ
の
一
帯
の
メ
イ
ン
ル
ー
ト
で
あ
る
。
北
端
に
は
一
里
塚

の
注
記
と
黒
点
が
記
さ
れ
、
木
戸
と
番
所
の
よ
う
な
描
写
が
み
ら
れ
る
。「
個
人
蔵
図
」
で

は
一
里
塚
の
盛
り
土
が
表
現
さ
れ
る
な
ど
、
よ
り
絵
画
的
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。
木
戸
と
番

所
の
表
現
は
、
外
郭
南
端
の
城
門
外
と
街
道
の
南
端
に
も
み
ら
れ
る
。
な
お
、
街
道
筋
の
春

日
町
内
に
は
、
外
堀
（
櫓
台
状
の
突
出
部
の
対
岸
）
に
面
し
て
「
御
金
蔵
」
が
あ
っ
た
。

「
個
人
蔵
図
」
で
は
こ
の
部
分
に
建
物
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
名
称
の
注
記
は
な
い
。
一
方
、

前
出
の
「
高
田
城
下
町
絵
図
」（
上
越
市
立
高
田
図
書
館
蔵
）
に
は
御
金
蔵
の
記
載
が
み
え
、

榊
原
氏
入
部
以
前
か
ら
の
施
設
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

北
国
街
道
の
西
側
に
、
ピ
ン
ク
色
で
着
色
さ
れ
た
寺
町
が
み
え
る
。
本
史
料
で
は
、
各
寺

の
軒
先
と
奥
行
の
長
さ
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
町
人
地
に
お
い
て
も
、
軒
先
の
間
数
が
そ
れ

ぞ
れ
示
さ
れ
て
お
り
、
非
常
に
情
報
量
が
豊
か
で
あ
る
。
こ
う
し
た
数
値
の
記
載
は
、
同
じ

榊
原
期
の
「
個
人
蔵
図
」 

に
は
み
ら
れ
な
い
。
町
人
地
や
寺
町
の
詳
細
な
把
握
に
本
図
の
眼

目
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
村
方
が
作
成
主
体
で
あ
る
こ
と
と
関
わ
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

ち
な
み
に
、
外
郭
部
で
最
も
大
き
な
屋
敷
が
西
南
隅
に
あ
り
、「
榊
原
矢
柄
　
三
千
四
百

石
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
幕
末
期
の
「
高
田
城
下
町
絵
図
」（
個
人
蔵
、『
上
越
市
史
　
資
料

編
４
』
付
図
２
。
以
下
、「
個
人
蔵
図
」
と
す
る
）
で
は
、
こ
の
部
分
は
「
榊
原
丹
波
」
と

な
っ
て
い
る
。
榊
原
丹
波
は
榊
原
家
の
一
族
で
、
徳
川
家
茂
の
長
州
藩
征
伐
に
お
い
て
一
軍

を
率
い
た
長
安
の
存
在
が
知
ら
れ
る
（『
上
越
市
史
　
通
史
編
』
４
）。
外
郭
の
西
南
隅
に
は

櫓
台
と
み
ら
れ
る
突
出
部
が
あ
り
、
軍
事
上
の
重
要
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
村

上
の
事
例
と
同
様
に
、
軍
事
上
の
要
地
に
大
身
の
武
家
屋
敷
を
配
置
し
た
事
例
と
評
価
で
き

よ
う
。

外
郭
部
に
は
、
武
家
屋
敷
と
と
も
に
長
屋
が
構
え
ら
れ
て
い
る
が
、
色
分
け
が
施
さ
れ
て

い
る
。
外
郭
西
隅
の
「
主
水
長
屋
」
と
南
東
隅
の
「
新
出
丸
長
屋
」
が
緑
色
で
、
そ
の
他
は

黄
緑
色
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
宝
暦
六
年
榊
原
家
中
屋
敷
絵
図
」
と
対
照
さ
せ
る
と
、
緑
色
が

「
足
軽
長
屋
地
」、
黄
緑
色
が
「
長
屋
地
」
に
あ
た
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。「
個
人
蔵
図
」

で
は
、
前
者
に
黄
色
の
長
屋
を
描
い
て
「
ク
ミ
」
と
注
記
し
、
後
者
に
緑
色
で
着
色
し
、

「
キ
リ
フ
」
の
注
記
を
施
し
て
い
る
。
キ
リ
フ
（
切
符
）
は
藩
の
蔵
か
ら
米
を
給
録
と
し
て

与
え
ら
れ
る
家
臣
で
、
知
行
方
の
下
位
に
格
付
け
さ
れ
る
（『
上
越
市
史
　
通
史
編
』
４
）。

以
上
を
総
合
す
る
と
、
緑
色
が
足
軽
長
屋
、
黄
緑
色
が
切
符
の
家
臣
が
暮
ら
す
長
屋
と
な
ろ

う
。
緑
色
は
外
堀
の
西
側
に
む
し
ろ
多
く
、
切
符
と
足
軽
と
の
格
差
が
う
か
が
え
る
。

柿
色
で
着
色
さ
れ
た
町
人
地
は
、
城
の
北
側
と
西
側
の
街
道
筋
に
集
中
し
て
い
る
。
北
側

の
街
道
が
松
之
山
街
道
で
、
城
の
東
側
を
画
す
る
関
川
を
越
え
て
十
日
町
の
方
面
に
通
じ
る

（『
新
潟
県
の
地
名
』
平
凡
社
、
一
九
八
六
年
）。
関
川
の
対
岸
に
も
町
場
が
描
か
れ
て
い
る

が
、「
稲
田
町
」「
下
稲
田
町
」
に
並
ん
で
「
上
稲
田
村
」
の
注
記
が
み
え
る
。
稲
田
村
は
、

行
政
的
に
は
村
方
に
属
す
る
が
、
関
川
に
近
接
し
、
東
方
へ
の
窓
口
に
あ
た
る
と
い
う
地
の

利
を
活
か
し
て
、
実
質
的
に
は
町
方
と
し
て
発
展
を
遂
げ
た
（「
解
説
」『
上
越
市
史
　
資
料

編
４
』）。




